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 使用上の注意事項 
 ■カメラ本体に衝撃を与えないで下さい。 
 ■動作中は断熱材などで本体を包むとカメラの温度上昇を招き故障の原因となりますので、 

断熱材などで保温しないで下さい。（低温環境下での使用を除く） 
 ■寒暖の激しい場所への移動には、除熱・除冷等の結露対策を行って下さい。 

結露したままでのカメラの使用は故障の原因となります。 
■本カメラを使用にならない場合は、レンズキャップを取り付け、 
撮像素子にゴミ・キズ等が付かないように保護して下さい。 

  また、以下の様な場所には保管しないで下さい。 
・ 湿気・ほこりの多い場所 
・ 直射日光の当たる場所 
・ 極端に暑い場所や寒い場所 
・ 強力な磁気・電波の発生する物の近く 
・ 強い振動のある場所 

 ■ガラス面の汚れは綿棒などでガラス面にキズを付けないように拭き取って下さい。 
ボディーの汚れは柔らかい布で軽く拭き取って下さい。 

 ■電源は仕様に記載された範囲内の電圧にて使用して下さい。 
  また、強いノイズの発生するような電源は使用しないで下さい。そのような電源を使用した場

合、カメラから出力する映像にノイズとしてあらわれる場合があります。 
 ■強い電磁界での環境下での使用は避けてください。このような環境下においては、 

カメラの誤動作、映像の乱れやノイズの原因となります。 
 ■カメラで高輝度の被写体を撮したとき、画面の高輝度の被写体の上下に、 

縦長に尾を引いたように映し出されるときがありますが、これはスミアというもので 
ＣＣＤ特有の現象でありカメラの不具合ではありません。 

 ■カメラで線状のものを撮したときにギザキザしたり、細かい縞や市松模様を撮したときに 
年輪模様にみえたりする現象もＣＣＤ特有の現象であり、カメラの不具合ではありません。 

 ■商用電源を使用した照明では、一般的には電子シャッターの速度が早くなるほど 
画面のちらつき（フリッカー）が強調されます。このような場合には、 
カメラのシャッタースピードの設定を調節するか、直流点灯や高周波点灯タイプの 
照明を使用して下さい。 
 

 お 願 い 
■ 本書の内容の一部または全部を無断転載する事は固くお断りします。 
■ 本書の内容については将来予告無しに変更する事があります。 
■ 本書にないようについては万全を期して作成致しましたが、万一ご不審な点や誤り、記載漏

れなどお気づきの点がありましたらご連絡下さいますようお願いします。 
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1. 概 要 

本カラーラインスキャンカメラは、R,G,B の３ラインから構成されているカメラです。 

 

2. 概要、特徴、性能 

TLC-7500CLD は、7500 画素の 3 ライン CCD イメージセンサ素子を用いたラインスキャンカメラで以下の 

様な特徴を持っています。 

（１) 画素数が 7500 画素で高分解の検査が可能です。 

（２) 画素サイズ 9.325μm × 9.325μm と大きいので高 S/N の画像が得られやすい。 

（３) データレート 50MHz の高速動作です。 

（４) カメラリンク(8Bit 時 Base Configuration,10Bit 時 Medium Configuration)仕様にて接続が容易にな

っています。 

（５) RS232C（カメラリンク仕様）にてビデオ出力 8，10Bit 切替。ゲイン、オフセットが容易に調整可能。 

（６) カラーギャップ補正及びシェーディング機能搭載。 

（７) DC12V 単一電源にて動作。 

（８) 暗電流補正回路を内蔵しているので、周囲温度変化に対してビデオ信号が安定に得られます。 

（９) 独自の回路設計、機構設計にて最大限に小型、軽量にしています。 

（１０) 露光制御機能付き（但し、スキャンレート 3.1KHz 以下時） 

 

3. ＣＣＤ撮像素子について 

１画素 9.325μm スクエアピクセル、有効画素数 7500 画素の高感度、高速ＣＣＤを搭載しています。 

一列に並んだフォトダイオードの ODD，EVEN アナログシフトレジスタで各々出力しています。2 段のシフトレ

ジスターを使用する事で転送効率が上がり均一な画像が得られます。ＣＣＤ転送周波数は、25MHz となってい

ます。 

次頁に素子構成を記載しましたので参照して下さい。 



 

2

 

 

● TLC-7500CLD ﾃﾞﾊﾞｲｽ図 
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4. カメラ仕様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
5. カメラ入出力 

5-1 信号の入出力 
本ラインスキャンカメラは２本のカメラリンクケーブルでフレームグラバー（Framegrabber）に接続します。 

 
 
 
 
 
 
    
 

 

 

 

 

 

 

 

5-2 カメラリンクコネクタ ピンアウト 

 

電源供給コネクタ 
電源 LED 

Camera Link(24Bit RGB & 30Bit RGB) 
Base and Medium Configuration 

Camera Link(30 Bit RGB) 
Medium Configuration only 

B

G

R

背面視で CCD の 

RGB ﾗｲﾝの配置 

 

画 素 数 7500×3ライン
画 素 サ イ ズ 9.325μm×9.325μm
受 光 素 子 長 69.9㎜
ビ デ オ レ ー ト 各50MHz（RGB）
スキャンレート(scan/sec) 6.25KHz
ラ イ ン 転 送 パ ル ス 入 力 160μsec(Min)
ビ デ オ 出 力
（ デ ジ タ ル 出 力 ）

8Bit Base 、10Bit Medium
Configuration

感 度 (V/lx.sec) 50（ゲイン設定　１）
飽 和 露 光 量 (lx.sec) 0.05（素子上）
出 力 不 均 一 性 標準　3% 飽和出力の50%時（素子上）
ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ 500（素子上）
フ ラ ン ジ バ ッ ク 28.8㎜
電 源 容 量 +12V ±0.5V（800mA以下）
動 作 温 度 範 囲 0～+40℃
動 作 湿 度 範 囲 85%　MAX
保 存 温 度 範 囲 -10℃～+65℃
重 量 720g以下
外 形 寸 法 120(W)×110(H)×56.3(D)突起部除く
レ ン ズ マ ウ ン ト M 72、P=0.75mm

信号名 接続
ＣＣ１ ＥＸ．ＳＹＮＣ
ＣＣ２ Ｓｐａｒｅ
ＣＣ３ Ｓｐａｒｅ
ＣＣ４ Ｓｐａｒｅ

1

26 14

13

ビデオモニター信号切替スイッチ 

ビデオモニター 
端子 
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5-3  Bit アサイメント 

 ８Bit ：  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 10 Bit ： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Port/bit 8-bit Port/bit 8-bit
Port A0 R0 Port B4 G4
Port A1 R1 Port B5 G5
Port A2 R2 Port B6 G6
Port A3 R3 Port B7 G7
Port A4 R4 Port C0 B0
Port A5 R5 Port C1 B1
Port A6 R6 Port C2 B2
Port A7 R7 Port C3 B3
Port B0 G0 Port C4 B4
Port B1 G1 Port C5 B5
Port B2 G2 Port C6 B6
Port B3 G3 Port C7 B7

Baseコネクタ

Port/bit 10-bit Port/bit 10-bit
Port A0 R0 Port B4 B8
Port A1 R1 Port B5 B9
Port A2 R2 Port B6 nc
Port A3  R3 Port B7 nc
Port A4 R4 Port C0 B0
Port A5 R5 Port C1 B1
Port A6 R6 Port C2 B2
Port A7 R7 Port C3 B3
Port B0 R8 Port C4 B4
Port B1 R9 Port C5 B5
Port B2 nc Port C6 B6
Port B3 nc Port C7 B7

Baseコネクタ
Port/bit 10-bit Port/bit 10-bit x 4
Port D0 nc Port E4 G4
Port D1 nc Port E5 G5
Port D2 nc Port E6 G6
Port D3 nc Port E7 G7
Port D4 nc Port F0 G8
Port D5 nc Port F1 G9
Port D6 nc Port F2 nc
Port D7 nc Port F3 nc
Port E0 G0 Port F4 nc
Port E1 G1 Port F5 nc
Port E2 G2 Port F6 nc
Port E3 G3 Port F7 nc

Mediumコネクタ

Base Configuration　コネクタ
ピン番号 信号名 ピン番号 信号名

1 シールド 14 シールド
2 Ｘ０－ 15 Ｘ０＋
3 Ｘ１－ 16 Ｘ１＋
4 Ｘ２－ 17 Ｘ２＋
5 Ｘｃｌｋ－ 18 Ｘｃｌｋ＋
6 Ｘ３－ 19 Ｘ３＋
7 Ser ＴＣ＋ 20 Ser　ＴＣ－
8 Ser　ＴＦＧ－ 21 Ser　ＴＦＧ＋
9 ＣＣ１－ 22 ＣＣ１＋
10 ＣＣ２＋ 23 ＣＣ２－
11 ＣＣ３－ 24 ＣＣ３＋
12 ＣＣ４＋ 25 ＣＣ４－
13 シールド 26 シールド

Medium Configuration　コネクタ
ピン番号 信号名 ピン番号 信号名

1 シールド 14 シールド
2 Ｙ０－ 15 Ｙ０＋
3 Ｙ１－ 16 Ｙ１＋
4 Ｙ２－ 17 Ｙ２＋
5 Ｙｃｌｋ－ 18 Ｙｃｌｋ＋
6 Ｙ３－ 19 Ｙ３＋
7 １００Ω 20 terminated
8 Ｚ０－ 21 Ｚ０＋
9 Ｚ１－ 22 Ｚ１＋
10 Ｚ２－ 23 Ｚ２＋
11 Ｚclk－ 24 Ｚclk＋
12 Ｚ３－ 25 Ｚ３＋
13 シールド 26 シールド
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5-4 カメラ電源コネクタ ピンアウト 

 

 

 

 

 

5-5 ビデオモニター切替スイッチ 

切替スイッチを押して頂きますと各ラインのビデオ信号をビデオモニター端子にて観測出来ます。 

Ｒの LED が点灯すればＲのビデオ信号がモニター端子で観測出来ます。（切替スイッチを押す毎に 

Ｇ、Ｂ、Ｒそれぞれの LED が点灯して各々のビデオ信号が観測出来ます。） 

 

 

 

 

 

 

6. カメラ機能 

① Ｒ・Ｇ・Ｂ ゲイン調整 

各６個の CCD ゲイン調整可能 

ゲイン調整範囲 N= 0～225 

Ｇain＝－2.36db ＋ 0.132db×Ｎ 

N=0 を基準とした場合 

N=27 にて基準値の２倍になります。 

② オフセット調整 

各Ｒ・Ｇ・Ｂに調整可能 

オフセット調整範囲 0～31 

オフセット値「0」の場合 ゼロレベル １２（１０bit）となります。 

ピン番号 信号名 ピン番号 信号名
1 ＋１２Ｖ 4 ＧＮＤ
2 ＋１２Ｖ 5 ＧＮＤ
3 ＋１２Ｖ 6 ＧＮＤ

信号レベル

時間

時間

信号レベル

信号レベル

時間

１０２３

０

０

１０２３

０

オフセット増加ゲイン増加

映像信号

１０２３

（設定変更前）

12

Ｒ Ｂ Ｇ

切替ＳＷ

１

２

３ ４

５

６

＊電源接続コネクタ（HR10A-7P-6S ヒロセ電機）     

（カメラ外側より見たピン配置） 
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③ カラーギャップ補正 

 

 

 

 

・カラーギャップ方向補正 

 Ｒ→Ｇ→Ｂ ，Ｂ→Ｇ→Ｒ 

・カラーギャップ補正 

 補正段数   １～8 

 

④ シェーディング補正 

レンズ及び色フィルター等に依る波形ムラをフラットに調整する機能です。 

 

 

 

 

 

 

・シェーディングカーブ決定する必要スキャン数は約 384,000 ラインとなります。（この間安定な波形が 

得られる状態で行う必要があります。） 

・シェーディングは最も高いレベルに合わせます。 

 

9.325×４

9.325×４

Ｒ

Ｇ

Ｂ

シェーディング後波形

シェーディング前波形
255

0
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7. 取扱上の注意事項 

z ＣＣＤイメージセンサーの保護ガラス上にゴミや埃が付くと、この部分のフォトダイオードは信号が出力されま  

せんので、欠陥画素と同じ症状になります。 

この場合はエアースプレーでゴミや埃を吹き飛ばして下さい。但し、この時エアースプレーから水滴が吹き

付けられる事がありますので注意して下さい。 

z ラインスキャンカメラは直射日光の当たる様な高温場所に保管しない様に注意して下さい。 

z ラインスキャンカメラに通電状態でカバーを開けたり、カメラリンクコネクタの抜き差しをすると動作不良や故障

の原因になりますのでお止め下さい。 

z ＯＤＤ、ＥＶＥＮの微調整をされる時は、セラミック製のドライバーで行って下さい。 

z 製品を破棄される場合は、専用の産業廃棄物処理業者に処理を委託して下さい。又、製品を使用する国や

地方の法律や条令に従って処理を行って下さい。 

z 強力なノイズが発生する機器の近く、静電気の強い場所で使用されない様にお願いします。又、アースが完

全でない場合はノイズの誘導を受ける場合があり、誤動作の原因にもなりますのでご注意下さい。 
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Ⅱ.ハイパーターミナル設定説明書



【ハイパーターミナルの設定】(Microsoft Windows2000の場合)

１） 「スタート」→「プログラム」→「アクセサリ」→「通信」→「ハイパーターミナル」を選択。
２） 下図画面が出る。次の画面が出るまで待機。

３） 下図画面が出る。”名前”に任意の名前を入力。（例：GMA_RS232C）
「OK」をクリック。

４） 下図画面が出る。”接続方法”で「COM?」を選択。
（COM?の?はパソコンの設定によって異なる）
「OK」をクリック。

p.1



５） 下図画面が出る。下図のように選択。（9600,8,なし,1,なし）
「OK」をクリック。

【通信設定】
Baud Rate ：9600bps
Data Length ：8bit
Start Bit ：1bit
Stop Bit ：1bit
Parity ：Non
Xon/Xoff Control ：Non

６） 下図画面が出る。

p.2



７） 「ファイル」→「プロパティ」を選択。

８） 下図画面が出る。「設定」タグを選択。

p.3



９） 下図画面が出る。「ASCII設定」をクリック。

１０） 下図画面が出る。下図のように選択。（あり,あり,0,0,あり,なし,なし）
「OK」をクリック。

１１） ９）の画面に戻るので「OK」をクリック。

p.4



１２） 設定終了。
カメラの接続を確認し、白画面の箇所に「check」を入力後ENTER。
「OK」が表示されたら通信成功。

１３） 上記画面を閉じた後、また同じ設定でハイパーターミナルを立ち上げる場合
「スタート」→「プログラム」→「アクセサリ」→「通信」→「ハイパーターミナル」→「（＊１）」を選択。

＊１・・・３）で入力した名前

p.5



Ⅲ.TLC-7500CL　　RS232C通信プロトコル



【通信設定】

          Baund Rate : 9600bps

          Data Length : 8bit

          Start Bit : 1bit

          Stop Bit : 1bit

          Parity : Non

          Xon/Xoff Control : Non

          

【通信概要】

      １．参照

            カメラの状態を参照する。

            

                例：　id?<CR> カメラIDを参照する。

            

      ２．設定

            カメラの状態を設定する。

            

                例：　sync=1<CR> SYNC切替状態を外部固定に設定する。

            

【語句説明】

          [ ] ... 省略可能。

          <CR> ... キャリッジリターン。

          N ... 値を示す任意の数字。

          A ... ゲインポジションを表す任意の数字。

          X ... チャンネルを表す任意の数字。

          ゲインポジション ... カメラのゲイン段階切替のどの段階であるかを示す。

          チャンネル ... CCD出力４本それぞれのゲイン制御デバイスを特定する。

          EEPROM ... カメラに搭載されているEEPROMを指す。

【注意事項】

        ・ コマンド名は小文字。大文字は無効。

        ・ 入力文字は全て半角。全角は無効。

        ・ 空欄は無効。

        ・ 改行コードはCR(0x0D)で示されているが、LF(0x0A)、CR＋LFも使用可能。

        　 ただし返値の改行コードは常にCRのみとなる。

      ＜ハイパーターミナル使用時＞

        ・ 入力ミスをした場合再度入力必要。（カーソル移動による訂正は無効）
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【例外説明】

        * コマンド入力ミス、存在しないコマンドを入力した際はＮＧが返される。

        　例：　入力ミス（ゲインポジション番号を指定していない）

                              入力ch1gain=96

                              出力ＮＧ

          例：　存在しないコマンドを入力

                              入力chake

                              出力ＮＧ

                              

        * 数値入力ミスの際はＮＥが返される。

          例：　入力ミス（値が設定範囲を超えている）

                              入力gainpos=96

                              出力ＮＥ

          例：　入力ミス（値が設定範囲を超えている）

                              入力ch1gain1=2000

                              出力ＮＥ

                              

        * ctrl設定が０(DIP-SW設定)の際に無効となるコマンドを入力した際はＮＣが返される。

          例：

                              入力ch1gain=96(ctrl=0の時)

                              出力ＮＣ

                              

        * コマンド入力時のタイムアウトは１５秒とし、その際にＴＯが返される。

          例：　入力途中で放置した場合

                              入力gainpo (改行入力無し)

                              出力ＴＯ

                              

        * 設定値を得る際、コマンド末尾の"?"は省略可。

          例：

                              入力id

                              出力0
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【Command Protocol】(PC->Camera)
Command Format Argument Return value Explanation
Name

通信
1 Check check<CR> Non OK 通信ﾃｽﾄ用ｺﾏﾝﾄﾞ

ｶﾒﾗ設定方法
2 Ctrl参照 ctrl[?]<CR> Non 0：Dip Switch DIPｽｲｯﾁ /通信設定値有効状態参照。

1：Com
3 Ctrl設定 ctrl=N<CR> N=0：Dip Sw OK DIPｽｲｯﾁ /通信設定値有効状態設定。

N=1：Com
4 Dip Sw dipsw<CR> Non 0-255 ｶﾒﾗのDIPｽｲｯﾁ状態を参照する。

参照 DIPｽｲｯﾁ状態を10進数で返す。
ID(ﾕｰｻﾞｰ用。saveでEEPROMのﾕｰｻﾞｰｴﾘｱに保管。clearｺﾏﾝﾄﾞでｸﾘｱ不可）

5 ID参照 id[?]<CR> Non ID(default：0) ｶﾒﾗのIDを参照する。
複数ｶﾒﾗ管理用。ﾕｰｻﾞｰ専用。

6 ID sets id=N<CR> N：0～255 OK ｶﾒﾗのIDを設定する。
複数ｶﾒﾗ管理用。ﾕｰｻﾞｰ専用。

出力ﾋﾞｯﾄ
7 出力bit bit[?]<CR> Non 8：8bit(default) ｶﾒﾗの出力bit数を参照する。

参照 10：10bit
8 出力bit bit=N<CR> N=8：8bit OK ｶﾒﾗの出力bit数を設定する。

設定 N=10：10bit *ctrl=1の時のみ設定可能
SYNC切替

9 Sync. sync[?]<CR> Non 0：Auto ｶﾒﾗのSYNC切替状態を参照する。
参照 1：Ext Sync

2：Int Sync
3：Ext Sync &
Anti Blooming *1

10 Sync. sync=N<CR> N=0：Auto OK ｶﾒﾗのSYNC切替状態を設定する。
設定 N=1：Ext Sync

N=2：Int Sync
N=3：Ext Sync & *ctrl=1の時のみ有効な値
Anti Blooming *1 *1．．．一部機種のみ

露光制御
11 露光制御 expc[?]<CR> Non 0:ﾗｲﾝ周期 ｶﾒﾗの露光制御状態を参照する。

参照 1:露光時間固定
2: ﾊﾟﾙｽ露光 *ctrl=1の時のみ有効な値

12 露光制御 expc=N<CR> N=0：ﾗｲﾝ周期 OK ｶﾒﾗの露光制御状態を設定する。
設定 N=1:露光時間固定

N=2: ﾊﾟﾙｽ露光 *ctrl=1の時のみ設定可能
露光時間
13 露光時間 expt[?]<CR> Non 0-240：露光時間 ｶﾒﾗの露光時間固定時の期間を参照する。

参照 *ctrl=1の時のみ有効な値

14 露光時間 expt=N<CR> N=0-240：露光時間 OK ｶﾒﾗの露光時間固定時の期間を設定する。
設定 *ctrl=1の時のみ設定可能

ｹﾞｲﾝ
15 gain gainpos[?]<CR> Non 1-8：gain position ｶﾒﾗのｹﾞｲﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝを参照する。

position *ctrl=1の時のみ有効な値
参照

16 gain gainpos=A<CR> A=1-8： gain position OK ｶﾒﾗのｹﾞｲﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝを設定する。
position *ctrl=1の時のみ設定可能
設定

17 chXgainA chXgainA[?]<CR> X=1 ch：BLUE　ODD 0-255：gain level 各ﾁｬﾝﾈﾙのｹﾞｲﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝ毎にｹﾞｲﾝ値を参照する。
参照 X=2 ch：BLUE　EVEN

X=3 ch：GREEN　ODD
X=4 ch：GREEN　EVEN
X=5 ch：RED　ODD
X=6 ch：RED　EVEN
A=1-8： gain position

18 chXgainA chXgainA=N<CR> X=1 ch：BLUE　ODD OK 各ﾁｬﾝﾈﾙのｹﾞｲﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝ毎にｹﾞｲﾝ値を設定する。
設定 X=2 ch：BLUE　EVEN

X=3 ch：GREEN　ODD
X=4 ch：GREEN　EVEN
X=5 ch：RED　ODD
X=6 ch：RED　EVEN
A=1-8：gain position *ctrl=1の時のみ設定可能
N=0-255：gain level

ｵﾌｾｯﾄ
19 chXoffset chXoffset[?]<CR> X=1 ch：BLUE　ODD 0-31：offset level 各ﾁｬﾝﾈﾙのｵﾌｾｯﾄ値を参照する。

参照 X=2 ch：BLUE　EVEN
X=3 ch：GREEN　ODD
X=4 ch：GREEN　EVEN
X=5 ch：RED　ODD
X=6 ch：RED　EVEN

20 chXoffset chXoffset=N<CR> X=1 ch：BLUE　ODD OK 各ﾁｬﾝﾈﾙのｵﾌｾｯﾄ値を設定する。
設定 X=2 ch：BLUE　EVEN *ctrl=1の時のみ設定可能

X=3 ch：GREEN　ODD
X=4 ch：GREEN　EVEN
X=5 ch：RED　ODD
X=6 ch：RED　EVEN
N=0-31： offset level

ⅲ
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Command Format Argument Return value Explanation
Name

EEPROM
21 Save save<CR> Non OK EEPROMに設定を保存する。
22 Load load<CR> Non OK EEPROMから設定を読み込む。
ｼｽﾃﾑ
23 Version ver<CR> Non Version ｶﾒﾗのﾏｲｺﾝ制御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾊﾞｰｼﾞｮﾝ参照。
24 Revision rev<CR> Non Revision FPGAのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ参照。（未対応）
25 Initialize init<CR> Non OK 工場出荷設定を読み込む。
26 config cfg<CR> Non (Data output) ｶﾒﾗの現在の全設定ﾃﾞｰﾀを参照する。

【Command Protocol】(PC->Camera) Only when set ctrl=1, following command is effective.
Command Format Set value Return value Explanation
Name
Color gap rgb_on=N<CR> 0:OFF OK Color gap control on/off
control 1:ON 設定
on/off rgb_on[?]<CR> Non 0:OFF Color gap control on/off

1:ON 参照
Color gap rgb_dir=N<CR> 0:RGB OK Color gap scan direction
dir 1:BGR 設定

rgb_dir[?]<CR> Non 0:RGB Color gap scan direction
1:BGR 参照

Color gap rgb_ldelay=N<CR> 0-8 OK Color gap delay lines
line 設定

rgb_ldelay[?]<CR> Non 0-8 Color gap line設定
参照

C
ol

or
 G

ap
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Command Format Argument Return value Explanation
Name

【Command Protocol】(PC->Camera) Only when set ctrl=1, following command is effective.
Command Format Argument Return value Explanation
Name
Shade shade=N<CR> 0:OFF OK Shade control mode
control 1:ON value reference/setting
mode 2:Data out (4)

3:Data in
4:Data all in

shade[?]<CR> Non 0:OFF
1:ON
2:Data out
3:Data in
4:Data all in

Gain/Offset shd_go=N<CR> 0:OFF OK Setting target
1:Gain value reference/setting
2:Offset (3)

shd_go[?]<CR> Non 0:OFF
1:Gain
2:Offset

Setting shd_ch=N<CR> 0-2:R/G/B OK Setting target channel
channel shd_ch[?]<CR> Non 0-2:R/G/B value setting/reference
Pixel shd_ad0=N<CR> N:0-255 OK Correction target pixel
address (The lower rank address）
(lower) shd_ad0[?]<CR> Non 0-255 value reference/setting

(2)
Pixel shd_ad1=N<CR> N:0-255 OK Correction target pixel
address (The upper rank address）
(upper) shd_ad1[?]<CR> Non 0-255 value reference/setting

(2)
Value set shd_dat=N<CR> N:0-255 OK Data value setting

shd_dat[?]<CR> Non 0-255 Data value reference
Data set shd_set<CR> Non OK Data set
EEPROM load shd_epld<CR> Non OK EEPROM all load (1)
EEPROM save shd_epsv<CR> Non OK EEPROM all save (1)
EEPROM clear shd_epcl<CR> Non OK EEPROM all clear (1)(5)
EEPROM status eprm_status<CR> Non 0:Acept EEPROM Communication 

3:Busy(for write) status
4:Busy(for read)
5:Busy(for clear)

Notice
(1) This command can send only at "eprm_status=0".
(2) Correction target pixel address : [shd_ad1] x 255 + [shd_ad0]
(3) Gain or Offset has to be choose before use "Data set" command.
(4) The setting status is output as is the video out from camera.
(5) Only the value of EEPROM is cleared. RAM isn't cleared.

Procedure at the time of Data set(->RAM)
1. shd_go/shd_ad0/shd_ad1/shd_dat Set these values for the following procedure.
2. shade=3 Change mode for activate "shd_set".
3. shd_set The value is set as a correction target pixel.
4. shade=1 The setting state is confirmed by output of a camera.

Procedure at the time of Data set(RAM->EEPROM)
1. shd_epsv The set value of all pixels of RAM is preserved in EEPROM.

Procedure at the time of Data load(EEPROM->RAM)(either procedure)
* When turn on to the camera, all pixels are read automatically.
* shd_epld All pixels are read.

S
H

A
D

E
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PIXEL DATA

Ⅳ.TLC-7500CLD 露光制御

露光時間 露光時間 露光時間

EXT.SYNC IN

ST-2

LINE VALID

ST-1 ST-3 ST-4

ST OUT-1 ST OUT-2 ST OUT-3 ST OUT-4

ST-1 DATAST-0 DATA ST-2 DATA ST-3 DATA

ライン周期露光 (expc=0)
EXT.SYNC(CC1)の周期間露光を行う。

ST OUT-1

EXT.SYNC IN

PIXEL DATA

一定露光 (expc=1、expt=N)

EXT.SYNC(CC1)の立ち上がり、下式の期間露光します。
露光時間=156+10.24×N (μsec)
最低露光時間=156μsec

★一定露光におけるEXT.SYNCの最低周期は、312μsecに なっていますので注意してください。
最低周期=156μsec+DATA 出力時間（156μsec）

ST-1

露光時間

ST-1 DATA出力時間

ST-2 ST-3

露光時間

ST OUT-2

露光時間

ST-2 DATA出力時間

LINE VALID

パルス幅露光 (expc=2)
EXT.SYNC(CC1)のパルス幅(H)期間露光します。

最低露光時間=156μsec

★パルス幅露光におけるEXT.SYNCの最低周期は、 312μsecになっていますので注意してください。

最低周期=156μsec+DATA 出力時間（156μsec）

ST OUT-1

EXT.SYNC IN

PIXEL DATA

ST-1

露光時間

ST-1 DATA出力時間

ST-2 ST-3

露光時間

ST OUT-2

露光時間

ST-2 DATA出力時間

LINE VALID



Ⅴ. カラーギャップ補正方法

ctrl = 1

rgb_on = 1 color gap scan derection

rgb_dir = 0 value setting

rgb_ldelay = 4

現在の設定は上記のようにセットされています。
もし、流れ方向が逆の場合は

rgb_dir = 1

にして頂きますと変更出来ます。
ギャップ補正値を変更したい場合は

rgb_ldelay = n n値を変更

決まりましたら、

save

異常で電源ON/OFFして頂いても再現出来ます。

cfg にて以下のようなファイルが得られます。



 

 

Ⅵ.シェーディング補正方法 
 
ctrl=1 
shd_to=N 暗レベルの目標階調（暗）を設定します。 
 標準値＝３ Ｎ：０～２５５ 
shd_tg=N 明レベルの目標階調（明）を設定します。 
 標準値＝２１０ Ｎ：０～２５５ 
 
レンズにキャップをして頂きます。 
 
shade=6 暗レベルのシェーディングを開始します。 
 所要時間 約１分間 
 
レンズキャップを外して頂きＲ，Ｇ，Ｂのレベルを目標階調より少なめにゲイン調整を行って下さい。

（対象サンプルは白色） 
 
shade=5 明レベルのシェーディングを開始します。 
 所要時間 約５分間※ ※ 走査周期２ＫＨｚ時 

 （目標階調（明）値と大きく異なっている場合はこれより長くか

かります。） 
 グレイ画像が得られます。 
 
shd_epsv ＥＰＲＯＭに全てのシェーディング補正値が保存されます。 
save 
完了 
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